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第4章　支給関係（給与の減額）


○通知
　○給与額を減額して支給する場合の取扱いについて

　（昭和50年5月6日　50教総第87号　教育長）
職員の給与の支給に関する規則の一部を改定する規則(昭和50年福島県人事委員会規則第1号)が本年3月18日に公布施行されたことに伴い、職員の給与に関する条例第12条又は福島県市町村立学校職員の給与等に関する条例第9条の規定に基づき、給与額を減額して支給する場合の取扱いを別紙「給与の減額の取扱い」のとおり定めたので、下記に留意のうえ事務処理上遺ろうのないようお願いいたします。

なお、「勤務1時間当たりの給与額を減額して給与を支給する場合の手続き等について」、(昭34.1.5付34教財第1号教育長通知)は廃止します。

おって、教育事務所においては、この旨管内市町村立学校等に通知し、ご指導方お願いいたします。

記

今回の改正事項は、次のとおりであること。

１　勤務しなかった時間数の計算方法

勤務しなかった時間数に1時間未満の端数が生じた場合は、端数30分以上は30分、端数30分未満は切り捨てるものとされたこと。

この方法は、本年1月1日から適用されたこと。

(職員の給与の支給に関する規則の一部改定による。)
２　給与の減額支給の手続き
電子計算組織による給与の支給方法に応じて、給与の減額支給の手続き規定を整備したこと。

また、特別の場合に必要があるときは、その都度教育長が具体的な手続きを定め、関係機関に通知するものと規定したこと。

(別紙)

給与の減額の取扱い

職員の給与に関する条例(以下「給与条例」という。)、福島県市町村立学校職員の給与等に関する条例及び職員の給与の支給に関する規則の規定に基づき職員が勤務しないときの給与額を減額して支給する場合の取扱いは、次に定めるところによる。

１　給与条例第12条に規定するその勤務しないことにつき任命権者の承認があった「場合」に該当して給与額の減額対象とならないときとは、次の各号に掲げる場合をいう。

(1) 職員の給与に関する条例(昭和26年福島県条例第9号)第12条に規定する祝日法による休日等及び年末年始の休日等である場合

(2) 職員の勤務時間、休暇等に関する条例(平成7年福島県条例第4号)第12条に規定する年次有給休暇、第13条に規定する病気休暇及び第14条に規定する特別休暇である場合

(3) 職務に専念する義務の特例に関する条例(昭和26年福島県条例第11号)第2条及び職務に専念する義務の特例に関する条例に基づき職員がその職務に専念する義務を免除される場合指定(昭和30年人事委員会告示第1号)に規定する職務に専念する義務を免除されることができる場合

(4) 労働基準法(昭和22年法律第49号)第67条に規定する育児時間

２　１に掲げた場合以外の場合で勤務しない時はすべて給与条例第12条の規定に基づき、給与を減額することになるものであること。したがって、1に掲げる場合以外の場合はその勤務しないことにつき処務規程によって承認を受け又は届出を行ったことにかかわらず減額の対象となる。
３　減額すべき給与額について

(1) 給与を減額すべき勤務しなかった時間数の計算について

(ｱ) 給与を減額すべき勤務しなかった時間数は給与条例第5条の規定による給料の計算期間(即ち初日から末日までの時間。以下「給与時間」という。)に属する全時間数によって計算するものとしその時間数に、時間未満の端数が生じた場合は端数30分以上は30分とし、端数30分未満は切り捨てるものとする。

(ｲ) 給与期間の内の一部の期間〔（例）月の初日から給料の支給定日の前日までの期間等〕における勤務しなかった時間数について給与の減額措置を行った後において、当該給与期間の残余の期間〔（例）給料の支給定日からその月の末日までの期間〕に給与を減額すべき勤務しなかった時間数が生じた場合におけるその時間数は、当該給与期間における全時間〔1時間未満の端数処理した時間数とする〕から既に減額措置を行った時間数〔1時間未満の端数処理した時間数とする〕を差し引いた残余の時間数とする。

(2) 給与の減額支給手続きについて

給与の減額支給手続きは、「給与等支給事務処理要綱」に定めるところによる。
なお、特別の場合に必要があるときは、同要綱に定める趣旨に基づいてその都度教育長が具体的な手続きを定め、関係機関に通知するものとする。
(3) 減額対象の給与
減額対象の給与は、給料（給料の調整額を含む。）及び給料に対する地域手当（以下「基礎給与」という。）とする。ただし、退職、休職等の場合にこれらの給与額から減ずることができない場合は、条例によってその職員に支給すべき他の給与から減ずることとなる。

４　減額する給与額の算出方法

(1) 勤務1時間当たりの給与額の算出方法〔給与条例第12条関係〕

(ｱ) 算出の基礎となる給与額

算出の基礎となる給与額は、勤務しない事実のあった日現在において受けるべき基礎給与の月額とする。なお基礎給与が法令の規定により減じられているとき〔減給処分による減給又は実支給額が日割計算となっている場合等〕でも本来受けるべき基礎給与の月額

(ｲ) 算出方法
　　基礎給与額　×　 EQ \F(12, 38.75（1週間当たりの勤務時間）×52 ) 　＝　勤務1時間当たりの額
（円未満端数切り捨て）

(2) 減額する給与額の算出方法（給与条例第12条関係、職員の給与の支給に関する規則第32条の2関係）

勤務1時間当たりの額×勤務しない時間数（端数30分以上は30分）

＝減額する給与額（円未満端数切り捨て）

(3) 前述の（1）及び（2）を総合して具体的に算出方法を例示すると次のとおりである。

（例）○給料の月額　191,400円

○勤務しない時間数　　3時間30分

（注）給料の調整額又は給料に対する地域手当を受けていない場合とする。

①勤務1時間当たりの給与額の算出

○給料191,400円　×　 EQ \F(12, 38.75×52 ) 　＝　1,139.8511円（円未満切り捨て）

…1,139円

②減額する額の算出

1,139円×3.5＝3,986円（円未満切り捨て）
５　給与の減額支給に伴う他の給与額との関係の留意事項

給与の減額の対象とされる給与は、給料（給料の調整額を含む。）及び給料に対する地域手当であるので、これら以外の給料を算出基礎とする手当又は教職調整額は、給料が減額されても、本来受けるべきであった給料月額（減額前の額）を基礎として算出し支給されるものであること。

　○給与の減額処理要綱

（平成8年3月22日8教総第141号　教育長）

１　減額事由等

部分休業、介護休暇又は看護欠勤等の事由により勤務しなかった職員について、その勤務しなかった時間の給与を減額する必要がある場合は、当該事由の生じた日の属する月の翌月の給与支給日に電子計算組織により減額処理を行う。

なお、何らかの事由により電子計算組織により処理できない場合には、「給与等の手計算による処理方法について」（平成4年10月30日4教総第604号教育長通知）に準じて行う。

２　事務手続き

(1) 所属長の事務

前月末日までの、給与を減額すべき勤務しなかった時間を「減額時間報告書」（別紙様式）に記入のうえ、出勤簿の写しを添付して、毎月2日（その日が日曜日、土曜日又は休日に当たる場合はその翌日）までに、関係する人事主管課長又は市町村立学校長にあっては教育事務所長に提出する。

(2) 職員課長又は教育事務所長の事務

所属長から提出された「減額時間報告書」の内容を確認のうえ、「給与減額通知書」（電算入力通知書）を作成し、毎月の入力日までに職員課に提出する。

３　勤務しなかった時間数の計算方法

一給与期間の勤務しなかった時間数の合計に1時間未満の端数が生じた場合は、30分以上1時間未満は30分とし、30分未満は切り捨てる。

４　その他

所属長は、当該月の給与等領収書を受領後、速やかに減額された給与額を確認しなければならない。
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